
■広域的かつ合理的な水利用の促進を図るなど、今後とも関係機関と連携して必要な流量の維持に努める
■動植物の生息地又は生育地の状況や流水の清潔の保持、塩害など9項目の検討により維持流量を設定し、水利流量・流入量をあわせた結果、正常流量  

を宮古地点においてかんがい期概ね3m3/s、非かんがい期概ね7m3/sとする

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定【上流部】 阿賀野川水系

正常流量の設定

必要流量の検討

正常流量
設定の経緯

上流部

基準地点は、それぞれ以下の点を勘案し、宮古地点とする。

正常流量の基準点

◆宮古
• 大規模取水後に位置し、流量管理・監視が行いやすい地点
• 過去の水文資料が十分に備わっている地点

• 昭和53年の大川ダム基本計画変更では、維持流量を検討した結果、１／１０渇水流量（宮  
古地点2.5m3/s）を確保することとした
• 大川ダム建設時、漁協など地元関係者の合意を得た上で維持流量（宮古地点2.5m3/s ）を  
設定
• 昭和60年の工事実施基本計画改定にあたり、宮古で概ね3m3/sとして正常流量を設定

基準点の正常流量は次のように設定

阿賀野川（上流部）  ●かんがい期(概ね5～9月)：概ね3  m3/s

宮古における
動植物の必要流量

宮 古
概ね3.0m3/s

維持流量
3.0m3/s

＝

小田高原揚水機
馬越頭首工及び
富川頭首工・富川取水口

馬越頭首工及び富川頭首工
門田取水口・大川取水口

会津若松地方水道用水
供給事業

生態系 舟運 塩害 景観 水質 正常流量 必要流量

※阿賀川の過去18年間（昭和63年～平成17年）の宮古地点における、
10年に１回程度の規模の渇水流量は2.69m3/sである

代表地点
宮古

概ね３m3/s

旧宮川 日橋川

会津若松市下水道排水樋管

宮川

御用地排水
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市町村界
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普通鉄道
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頭首工

流水の清潔の保持（山科） 【必要流
量 9.3m3/s】

阿賀野川（上流部）
景観（蟹川橋）【必要流量 1.6m3/s】

・流量規模（4ケース）の異なる
フォトモンタージュを作成

・アンケートを実施し、50%が
満足するイメージを景観の必
要流量に設定

動植物の生息地・生育地（宮古）
【かんがい期  必要流量  3.0m3/s】

ウグイ、ウケクチウグイ、
ニゴイ、アカザ等の産卵
の必要水深30cm

流量大 流量小

宮古
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図  6.1 (1)  阿賀野川水系  正常流量縦断図(かんがい期)
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図  6.1(2)  阿賀野川水系  正常流量縦断図(非かんがい期) 
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